
microTCA.4に関して 

入射器制御 杉村 



経緯 

• 実験側データ収集系の現状 
– CAMAC, TKO -> VME -> SiTCP (~100MB/s) 

–高精度検出器の開発→読み出しchの増加 

– LHCなどの巨大実験では1TB/sが目標 
• 実験特化のボード開発が必要 

– VMEに代わる汎用モジュールは？ 

• 加速器側制御の現状 
– VME(MVME5500),EVG-EVRを用いた制御 

– LLRFではµTCAが利用されるようになっている。 

 



経緯その２ 

• 大阪大学の能町さん（核物理屋）がJAXAと組
んでµTCAを用いたADC、TDCなどのボードを
開発 

• µTCAの汎用化を目指して普及を目指す 

• µTCAを日本で利用するユーザーが増えれば
自然と開発が進む 

• 加速器制御でもµTCAを使うtriggerになるかも 
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